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「未病」「未病改善」について
～神奈川県の健康寿命の延伸に向けた取組～

病気健康 未 病

未病改善

県は、世界の保健医療分野で主導的な役割を果たすWHOとの
連携に取り組んでいます。
また、令和４年９月には、国連機関等が連携して選定した、

高齢化社会をより良くする活動をしている世界のリーダー50 人
「The Healthy Ageing 50」に、黒岩知事が日本人として唯
一選出されています。

心身の健康状態は、健康と病気の間で連続的に変化してい
ます。神奈川県では、その状態を「未病」とし、普段の生活
において心身を健康な状態に近づけていく「食」「運動」
「社会参加」の３つを柱とする「未病改善」の取組を、推進
しています。また、令和７年２月には、未病の定義が盛り込
まれた国の第３期健康・医療戦略が閣議決定されました。

国際展開・国際連携での「未病」発信

神奈川県では、高齢者の「未病改善」の取組の中でフレイル対策を行っています

「未病改善」について
～神奈川県の健康寿命の延伸に向けた取組～

１．神奈川県における未病改善・フレイル対策の取組
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２．神奈川県が実施するフレイル対策の取組

県では平成26年度から東京大学高齢社会総合研究機構と連携し、全国に先駆けて市町村における
フレイルチェックプログラムの推進等に取り組んできました。
また令和３年12月には東京大学高齢社会総合研究機構とフレイル対策に係る覚書を締結しました。

フレイルチェックを実施している市町村（令和７年10月現在13市町(延べ16市町)）に対し、「フレイルサポーター交流・意見
交換会」・「フレイル対策普及セミナー(一般県民向け)」の開催や「フレイルチェック測定練習会等におけるフレイルトレー
ナー派遣事業」等フォローアップを実施。
※13市町(横須賀市、平塚市、茅ヶ崎市、逗子市、三浦市、秦野市、厚木市、海老名市、中井町、松田町、山北町、開成町、湯河原町)
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３．フレイル予防推進会議への参加

令和６年11月、神奈川県の黒岩知事がフレイル予防推進会議会長に就任
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４．神奈川県の取組が説明問答集に掲載

フレイル予防のポピュレーションアプローチの推進に関する担当者用基本問答集（p.19）

神奈川県では、心身の状態を健康と病気の間で

連続的に変化する「未病」ととらえ、心身をより

健康な状態に近づけていく「未病改善」の取組を

ライフステージごとに推進している。

その中で、高齢者の未病改善に向けてフレイル

対策の推進に取り組んでいる。具体的には、高齢

者が自らフ レイルを早期に発見し、未病改善の取

組を実践できるようにすることを目指し、フレイ

ルチェックプログラムの県内 市町村での導入を促

進し、延べ16自治体が実施した。更に県としては、

県民向けの普及啓発セミナーや、市町村同士の連

絡会の開催などの支援を行っている。 

p.19 抜粋
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◼市町村の通いの場への支援を実施

•専門職員等派遣事業

•市町村職員、専門職団体、通いの場運営者向けの研修

•保健事業と介護予防の一体的実施における通いの場への伴走支援

５.未病改善・フレイル対策のための市町村支援
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５．神奈川県の市町村支援の取組①

■地域包括ケアシステム推進のための専門職員等派遣事業

地域包括ケアシステムを深化・推進するため、
県が市町村単独では人材確保が困難な専門職員
及び先進的な事例や先駆的な知見を有する者、
リハビリテーション専門職等を市町村や地域包括
支援センター、通いの場等に派遣する事業です。
（かながわ福祉サービス振興会に委託して実施）

《通いの場への派遣例》

・認知症未病改善の運動(R6)
・認知症カフェでの未病改善(R6)
・通いの場立ち上げ支援(R5)
・通いの場定着支援 住民主体の健康づくり(R5)  等

Ｒ７年度はフレイル測定トレーナーの派遣も可能とし、フレイル測定会や
測定サポーター養成講座も開催できることを市町村に周知しました。
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５．神奈川県の市町村支援の取組②

■市町村の事業支援のための人材育成講座

令和３年度から、高齢者の社会参加・支え合いの体制づくり、高齢者の保健事
業と介護予防の一体的実施等、近年の市町村の事業に対応するため「人材育成
講座」（初級編・中級編）を実施しています。

対象
・市町村の事業担当者
・市町村の事業に従事する専門職
・通いの場に関わっている人や興味のある人、
関心のある団体等 

職能団体が開催する研修（上級編）と連携し、
専門職のスキルアップと地域での活躍を目指
しています。

Ｒ７年度 ※フレイル測定や三浦市の取組を紹介
◼ 「通いの場におけるフレイル対策 実践編」開催
◼ 「通いの場におけるフレイル対策 応用編」開催
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５. 神奈川県の市町村支援の取組③

■通いの場への伴走支援

高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施の開始にあたり、令和３年度から令和６年度まで
「一体的実施にかかる通いの場への伴走支援」を実施しました。一体的実施では、フレイル状
態に着目した対策がポイントであることをアドバイスしてきました。

アドバイザー（神奈川県立保健福祉大学 田中和美教授）
市町村の課題に寄り添いながら、市町村が自ら考えながら効果的な取組を実施できるよう、
アドバイザーから助言を受け、県が継続的に市町村に伴走して支援を行います。。

・アドバイザー派遣３回程度／年（県職員が毎回同席）毎年３～４市町村
・伴走支援参加市町村同士の情報交換会を実施し、事例の横展開を図った。
・コロナ禍は、通いの場の活動状況も様々。

‣各市町の担当者の個別の状況に応じた支援を実施。

・令和６年度は県内すべての３３市町村で一体的実施を開始したため、
令和７年度からは「機能強化のための伴走支援」にリニューアルして実施。

県職員 アドバイザー 市町村

市町村に寄り添い
伴走して支援

神奈川県PRキャラクター かながわキンタロウ



9Kanagawa Prefectural Government

参加者が多い会場でも短時間で測定
できるので、元々の教室のプログラ
ムと一緒に測定することができます。

小人数でも
測定できる！

６．神奈川県三浦市のモデル事業の取組

高知県仁淀川町との交流。
かけがえのない仲間ができやる気アップ！

国事業の一環で、かながわ福祉サービス振興会の協力で三浦市でモデル事業を実施。
フレイル測定サポーターを養成し、市内の様々な通いの場等でフレイル測定会を実
施しました。 目的：住民主体のフレイル測定を用いた通いの場におけるポピュ
レーションアプローチの方法の確立
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２６名のフレイル測定サポーターが誕生し、多くの住民がフレイル測定を受けました。

６．神奈川県三浦市のモデル事業の取組②

実施 時期 人数

６

モ
デ
ル
事
業
（
試
行
）

フレイル測定サポーター
養成講座

R6.10.9（120分） 26名養成

フレイル測定会 第１回 R6.10.15 （60分）個人宅サロン ７名測定

フレイル測定会 第２回 R6.11.6（60分）診療所での教室 ７名測定

フレイル測定会 第３回 R6.11.15 （75分）三浦市老人福祉センター 28名測定

フレイル測定会 第４回 R6.11.18（60分）地区の区民会館 21名測定

フレイル測定会 第５回 R6.11.17（午後120分）みうら市民まつり 80名測定

7
未病指標・フレイル測定 R７.11.16（全日）みうら市民まつり 約150名測定

未病指標・フレイル測定 R7.12.7（午後120分）みうら市民健康大学 想定約100名

モデル事業の成果

・２６名の測定サポーターが
誕生し、通いの場等で住民主
体でフレイル対策に取り組め
るようになった。

・皆と測定をすることでフレ
イル対策の知識が覚えやす
かったという感想を得た。

・半年前に比べて固いものが
食べにくくなった25％、歩く
速度が遅くなってきたと思う
57％いることがわかり、フレ
イル対策が必要であることが
わかった。

R

R
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11月１日「介護フェアinかながわ」で フレイル測定 と 未病指標を約１００名に実施

７．神奈川県主催イベントでフレイル測定と未病指標を実施

➢ 未病指標を活用したフレイル対策の啓発
➢ 「自分事」として捉え、未病改善の取組のきっかけづくり

未病指標

フレイル測定

現在の未病の状態を数値で
「見える化」できる未病指標
を測定しました

現在、フレイルの兆候が
あるかチェックしました

かながわ福祉サービス振興会、高齢福祉課、
いのち・未来戦略本部室が連携して実施
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未病改善を効果的に進めるために、未病指標を構築し、
健康に関するデータを収集・活用し、未病改善の取組の効果分析を行っています。

８．未病指標の活用について

「未病指標（ME-BYO INDEX)」とは、自分が「健康」と「病気」のグラデーションのどこに
いるのか、生活習慣、認知機能、生活機能、メンタルヘルス・ストレスの4つの領域から、現在の
未病の状態を数値等で「見える化」します。

➢ 自分の未病の状態を数値化して
 把握でき、未病改善の取組が促進
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９．今後の展望

高齢になってもいきいきと暮らせる社会の

実現と健康寿命の延伸を目指します。

未病改善の３つの柱「食・運動・社会参加」の考え方を
「フレイル対策」に活かしながら、

①個人の気づきを促す「未病指標」「未病改善」の普及

②集団へのアプローチとして「住民主体によるポピュ
レーションアプローチの取組」の好事例の市町村への
展開、実施支援
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ご静聴ありがとうございました


	スライド 0: 神奈川県における未病改善の取組と 住民主体のフレイル測定による ポピュレーションアプローチの取組について
	スライド 1
	スライド 2: ２．神奈川県が実施するフレイル対策の取組
	スライド 3: ３．フレイル予防推進会議への参加
	スライド 4: ４．神奈川県の取組が説明問答集に掲載
	スライド 5: ５.未病改善・フレイル対策のための市町村支援
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9: ６．神奈川県三浦市のモデル事業の取組
	スライド 10: ６．神奈川県三浦市のモデル事業の取組②
	スライド 11: ７．神奈川県主催イベントでフレイル測定と未病指標を実施
	スライド 12
	スライド 13: ９．今後の展望
	スライド 14



